
（別紙３）

研究進捗状況評価・審査基準
１．推進室が定める評価・審査項目により，実務訓練履修資格及びリーディングプログラム第４年次への進級資格を可又は否の２段階で総合評価する。
２．面接については，リーディングプログラム第３年次の研究成果をとりまとめ，英語で報告・議論する。
３．評価・審査対象は在学期間中の研究業績とし，項目は以下のとおりとする。
(1) 研究計画の妥当性と達成度

(2) 査読付学術論文（採録又は採録決定されたもの（条件付き採録である場合を含む））1.5編以上及び論文内容
(3) 国際会議での発表実績
(4) 研究の独創性・先見性等

４．評価指標（コメントを付す）

(1) 実務訓練履修資格について可：博士後期課程実務訓練の履修を認める
否：現時点では博士後期課程実務訓練の履修は認めない。（問題点の指摘，達成目標の明示）
(2) リーディングプログラム第４年次への進級資格について
　　可：順調に実績があがっている。又はやや期待を下回る部分もあるが，今後期待できる。
（問題点の指摘，達成目標の明示）
　　　否：実績があがっていない。
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